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~ 3D 設計支援システムを可能にしたオートデスクソリューション ~

オートデスク技術営業本部日下部達哉

なぜ “DX・BIM/CIM 推進”に
オートデスクが選ばれたのか？



 今までの建設業界＝多くの人で頑張る

o 人が多くいないと、付加価値が生めない
→ 労働生産性が低い（出典）

o 人が減り始めると、一人当たりの負担が増える
→ 労働時間が増え、若手が来なくなる（出典）

 これからの建設業界＝コンピュータが
頑張る (DX)

なぜ “建設 DX” が必要か？
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https://www.stat.go.jp/data/topics/topi1262.html


 DX のために、我々が必要なこと

o コンピュータが働きやすいように、
仕事の仕方を整える＝業務フローの標準化

 業務フローの標準化のために、
ソリューションに求められること

o 皆様の業務に “なるべく” 合うように
ソリューションを揃えている（Fitさせる）

o 皆様の業務に “きちんと” 合うように
ソリューションを微調整できる（Gapを埋める）

 オートデスクは “Fit” “Gap” どちらにも対応

o クラウド、デスクトップ問わず、
国際標準で使用される多様なソリューション

o オープンな API によるカスタマイズや外部連携

“建設 DX” ソリューションに求められること
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ソリューション自体の価値：パラメータを核とした情報連動（一例）

“建設 DX” ソリューションに求められること
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ソリューションのカスタマイズ・外部連携：様々な手法を提供

“建設 DX” ソリューションに求められること

Dynamo アドイン Forge

ビジュアルプログラミングで、
デスクトップ製品をカスタマイズ

テキストプログラミングで、
デスクトップ製品をカスタマイズ

クラウド・デスクトップ製品の機能を
組み合わせた、Webサービスを開発

開発生産性大 小学びやすさ

拡張性 運用規模小 大



ソリューションのカスタマイズ・外部連携：Dynamoによる自動配筋（一例）

“建設 DX” ソリューションに求められること



Autodeskの果たす役割

カスタマイズに関する支援

標準機能の活用 カスタマイズ

業務への適用

業務フロー最適化に必要なカスタマイズを
定義することが重要

製品機能の知識が重要

「単に機能紹介を行うソフトウェアベンダー」ではなく
「各社に必要なカスタマイズを実現するためのパートナー」へ役割を拡大

カスタマイズによる
業務フローの
最適化を検討

アドイン開発
※開発パートナーとの協業

※ Autodesk Developer Network

Dynamo



建設技術研究所様への支援例

カスタマイズに関する支援

検討期（情報収集） 協業期（要件定義） 自走期（開発・展開）

ADSKCTI ADSKCTI
AD
SK

CTI

Autodesk からの
情報発信が中心

CTI × Autodesk

の知見の集結
CTI 主体の開発を

Autodesk がサポート

【支援内容】

・ Dynamoの紹介 / デモ

・サンプル提供

・質問対応

【支援内容】

・既存ワークフローに
おける Dynamo適用の
ディスカッション

・質問対応

【支援内容】

・質問対応

・パートナー紹介

・広報サポート
（本ウェビナー等）



支援体制：各社・Autodesk・パートナーの協業

カスタマイズに関する支援

各社 様

パートナー

• 要件定義

• 実現性検証（PoC）

• 開発／カスタマイズ

• コンサルティング業務

• プロジェクトマネジメント支援

• 各種情報提供／勉強会

• 開発パートナー紹介

• 簡易検証

• 各種情報提供／勉強会

• 協業体制の構築
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